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1 はじめに
人の視覚では，視力以外にも眼球運動が重要であり，
眼球運動のトレーニングにより文字を読み飛ばす，球
技が苦手等の学習障害や発達障害の改善がみられると
されている [1]．先行研究では，動画視聴時の視線を計
測し眼球運動特性を指標化するとともに，通級指導教
室（以下，通級）を対象に UX手法を導入することで
小学生が一人でも扱え，計測データがクラウドに収集
される眼球運動トレーニングシステムを開発している
[2]．本研究で対象とする放課後等デイサービス（以下，
放課後デイ）は，通級より年齢層や抱える問題の幅が
広い福祉サービスで，少人数のため個別のトレーニン
グにも対応できると期待される．実際，眼球運動トレー
ニングの導入例も報告されているが，現状では見よう
見まねのトレーニングも多く，指導員が保護者に利用
者のトレーニングする様子や効果を客観的に伝えられ
ることが望ましい．そこで本研究では，先行研究で開
発されたシステムを導入するとともに，利用状況を記
録・可視化するトレーニング履歴提示システム（以下，
履歴提示システム）を開発する．とくにUX手法 [3]を
導入することで指導員が使いやすく，保護者にわかり
やすいシステムとする．

2 UXデザインの導入によるシステム開発
2.1 ユーザリサーチ

2023年 4月 13日と 5月 29日に，以前から眼球運動
トレーニングを行っている児童発達支援・放課後等デ
イサービスの施設である「ともともびじょん」（以下，
施設）を訪問し，放課後デイでのトレーニングの現状
について指導員から聞き取り調査を行った．その結果，
利用者の眼球運動トレーニングの評価は指導員が目視
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で行っているため，指導員によって差が生じ，フィー
ドバックや保護者への説明が難しいという課題が明ら
かとなった．そこで，このユーザ層から，指導員のペ
ルソナを作成した（図 1）．

図 1: 放課後デイ指導員のペルソナ

2.2 デザイン
必要とされる機能および指導員のペルソナを踏まえ，

Microsoft 社の PowerPoint を用いて履歴提示システム
のデザインを行った（図 2）．この画面構成案では，指
導員，保護者が利用者のトレーニング状況や眼の動き
を見ることができるように，以下の 4つの機能を取り
入れる．履歴表示機能では，トレーニングを行った日
時を表示する．検査データ可視化機能では，トレーニ
ング中の眼の動きをグラフ表示する．集中力機能では，
集中の度合いを数値で表示する．録画機能では，トレー
ニング時の眼の動きを表示する．これらの機能のうち
履歴表示機能と検査データ表示機能は，PC初心者でも
トレーニング状況が一目でわかるように画面の上段に
配置し，その詳細がわかる集中力機能と録画機能は下
段に配置した．

2023年 8月 9日に再度施設を訪問し，先行研究で開
発した眼球運動トレーニングシステムを指導員と利用
者に試用させるとともに（図 3），画面構成案を見せて
フィードバックを得た．その結果，図 2のデザインは
ほぼ受け入れられたが，検査データ可視化機能と集中
力機能において，推移やランク表記を追加してほしい
との意見があった．また，年齢の低い利用者を中心に，
集中力が続かないケースが見られた．具体的には，よ
そ見等で画面を見ていない場合や視線計測装置の範囲
外に頭部がある場合があり，注視点座標が出力されな
かった．そこで，総フレーム数に対する注視点座標が
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図 2: 初回の画面構成案 図 3: 試用風景

出力されたフレームの割合を集中率として表示するこ
とにした．

2.3 インプリメンテーション
デザインを修正し，プロトタイプを作成，実装した

（図 4）．画面構成案の 4つの機能は，月別のトレーニン
グ履歴を棒グラフ，種類別のトレーニング履歴を円グ
ラフとし，推移は折れ線グラフで表示した．また，ラ
ンク表記は利用者にも親しみやすい表情の絵文字で表
した．さらに，日頃はスマートフォンを使うユーザで
も扱いやすいように，アプリのようにワンクリックで
webブラウザに表示でき，手軽に各利用者のトレーニ
ング履歴を確認できる仕様にした．これらは，Python,
Streamlitにより開発し，眼球運動トレーニングシステ
ムで計測したクラウドからデータを取得して表示でき
るようにした．

図 4: プロトタイプの画面例

3 運用実験
3.1 実験方法
開発したシステムを 2023年 10月 2日に施設に設置
し，システムの使い方を説明した．また，12月 6日ま
で施設でシステムを運用し，履歴提示システムの評価
をした．ここでは，指導員が補助をしながら利用者に
トレーニングを行った．また，指導員は自由なタイミ
ングで履歴提示システムを使用することにした．途中，
2023 年 10 月 10 日には施設を訪問し，システムを使
用した指導員 5人のうち 2人を対象にインタビューを
行った．

3.2 結果と考察
眼球運動トレーニングシステムで視線を計測した利
用者の人数は 4～15歳の 32人であった．期間中，計 172
回のトレーニングが行われ，注視割合の平均は 85.7 %
であった．これは，通級を対象とする先行研究におい
て，実験者が補助＋指示をした場合が平均 93.0 %に対
して少し低い割合であったが，指導員の補助により利
用者ほぼ全員の検査によるデータ取得が可能で，履歴
提示システムにも反映されていた．
システムは，初日の説明だけでほとんどの指導員が
問題なく利用できていた．インタビューにおいて「指導
員間での会議や保護者との懇談の際に履歴提示システ
ムでトレーニング状況を共有することができ便利だ」，
「サッと簡単に記録を見られて嬉しい」といった感想が
あったことから，UX手法を導入した履歴提示システム
は有効であり，今後，継続的に運用・活用されること
が期待される．

4 おわりに
本研究では，放課後等デイサービスにおける眼球運
動トレーニングを対象に，履歴提示システムの UX開
発を行った．運用実験から履歴提示システムの有用性
が確認された．今後，システムのそれぞれの機能につ
いて，保護者，利用者らの意見も踏まえ改良を続ける
ととともに，多くのデータを収集・分析し，どのよう
な利用者にどのような眼球運動トレーニングが有効で
あるかを明らかにしていきたい．
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